
学校経営ビジョン「共に力を合わせて」 

方県小学校 
               

 本校は、自然に恵まれた環境と地域とのつながりを大切にしつつ、学校と家庭、地域が連携して子

どもに力を付けることに取り組んでいる。小学校６年間においては、様々な活動や学習に取り組む中

で、自ら考え、判断し行動できる子どもを育むことを目指していく。 

 
 

学校の教育目標 自ら学び、心豊かでたくましい方県の子 

                                                     

 子ども一人一人の笑顔が輝き、自分のことを誇りに思えるよう、

以下の点からの指導を大切にして、様々な活動に「自分から」取り

組むことができるよう支援します。 
 

よく考えるあたま 「成し遂げる喜び」を味わう 

おもいやるこころ 「認め合う喜び」を味わう 

たくましいからだ 「やり抜く喜び」を味わう 
 

  

令和４年度重点目標 「自他を大切に思う心を養い、自ら考え行動し、共に高まり合う子を育む」 

① 基礎学力を身につけること 

・わからないことをそのままにしない学習姿勢（意識・意欲）づくり 

・むくの木学習（家庭での自主学習）に進んで取り組む学習習慣づくり 

② 主体的・対話的で深く学ぶこと（広く、深く学ぶこと） 

 ・仲間の前で自分の思いや考えをきちんと伝える（主張できる）姿勢づくり（話す・聞く） 

・自分の考えをもち、友だちと話し合う学習活動、ICT機器を積極的に活用した学習活動の展開 

※他の学校や様々な専門機関等と協働的な学習・活動に取り組み、広く、深く、自ら学ぶ。 

③ 自分や仲間を大切にすること 

 ・互いのよさを認め合う活動や取組の充実（あの子にはあんないいところがある。自分にもある） 

 ・相手を大切にする言動（言葉遣い等）と「いじめをしない、させない、許さない」姿勢づくり 

④ 自信をもって行動できるようになること   

・「できてうれしい」「がんばってよかった」などの自尊感情が高まる成功体験づくり 

・「自ら考え判断し行動した。それが自分を高め、仲間の生活を向上させた」という実感づくり 

※③と④において、「わずかでも、確かなもの」に目を留めていく姿勢を大切にしていく。 

⑤ たくましさを身につけること 

・朝運動や外遊び等の取組を通した「日常的な体力の向上を図る活動」の充実 

 ・集団や個人での縄跳びなど、目標をもってやりきることができる運動や活動の充実 

⑥ 健康な体（心）を育むこと 

 ・家庭との連携による基本的生活習慣（早寝早起等）づくりと「歯と口の健康教育」の充実 

 ・防災教育や自殺予防教育、いじめを考える指導等を通した「自他の命を大切にする」意識づくり 
 

〇 令和４年度以降に向けて 

本年度は、小規模校の共通課題である「多くの人とのふれあいや切磋琢磨する体験が少ない」「集

団の固定化」「多様性に乏しい」ことに対して、様々な新しい活動を検討しながら取り組んでいく。 

・地域や保護者の方の力を生かし、他の人の生き方から積極的に学ぶ学習・活動の展開 

・ICT機器等の活用などを通した積極的な「外部との協働学習や協働活動」の試行 ※ＤＸ協学授業 


